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活火山（１１０） （名称を記した火山は観測が行われている火山（４７）） 
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活火山とは 

火山噴火予知連絡会では「概ね過去１万年前以内に噴火した火山」及び「現在活発な噴気活動のある火山」を活火山と定義しています。 

日本を取り巻く多くの活火山 

日本列島には１１０の活火山があり、全世界の約１割が集中している火山大国です。 



注１） 日本にある１１０活火山を対象 

注２） 「異常現象」とは火山性地震や火山性微動等火山観測データに異常があったもの 
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火山地域での土砂災害：２０１１年 霧島山（新燃岳）噴火 

   
 
 

 2011年1月19日に噴火開始 
 1月26日より噴火警戒レベル３に移行するなど活発な活動が継続 
 噴火は、2月中旬以降、最盛期に比べ規模や頻度は低下しながらも4月18日まで続き、それ以降は発生 
  していない。 
 これまで、噴火に伴う降灰が、宮崎県都城市、鹿児島県霧島市など山の南東側を中心に広い範囲で観測 
 本格的なマグマ噴火は約300年前以来で、当時は２年程度噴火活動が継続 
  

霧島山 

噴火の概要 

御鉢・高千穂峰 

降灰により少量の雨で土石流が発生する危険性が高まる 

平成２３年４月２８日１４時頃撮影 

噴火の状況 噴火後の渓流の状況 

火山地域での土砂災害 火山地域での土砂災害 



熊本県における被害 

H2、H24共に図示した範囲の外、熊本市、八代
市、菊池市、 上天草市、天草市、小国町、高森
町、益城町、相良村、五木村、球磨村でも土砂
災害が発生している。 

●：H2 災害発生箇所 

●：H24災害発生箇所 

            しんしょ 

南阿蘇村 新所 

死者２名、負傷者３名 

       いちのみやまち  さんの 

阿蘇市 一の宮町 三野 

       いちのみやまち  ての 

阿蘇市 一の宮町 手野 

３箇所で死者５名 

阿蘇山 ３箇所で死者4名、
行方不明者1名 

火山地域での土砂災害（H2とH24九州北部豪雨での熊本県の事例） 

       いちのみやまち  おこん 

阿蘇市 一の宮町 尾篭 

死者２名 

H2 H24 

人
的
被
害 

死者・行方
不明者 

17 22 

負傷者 28 5 

人
家
被
害 

全壊 106 29 

半壊 111 10 

一部損壊 324 1 

H24はH24.7.31時点 

       いちのみやまち  さななし

阿蘇市 一の宮町 坂梨 



火山地域での土砂災害に対するハード対策の考え方 

ハード対策 

○砂防堰堤等の除石 

○大型土嚢、布団篭、コンクリートブロック
設置 

○砂防堰堤の嵩上げ 

○遊砂地の整備 

○仮設導流堤の整備 

○流路工の整備 

○流木止め工の整備 

大型土嚢で施工された仮導流
堤を流れる泥流（三宅島） 
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遊砂地の施工（雲仙・普賢岳） 

仮設導流堤の施工（雲仙・普賢岳） 

埋塞土掘削状況（有珠山） 

操作室 

立ち入り禁止区域内で
は有人の施工が困難な
ため、平成2年雲仙・普賢

岳の災害を契機に無線に
よる遠隔操作が可能な重
機が開発・実用化された。 

無線によ
る遠隔操
作 

ブロック積み作業（三宅島） 

無人化施工 

コンクリートブロックにより嵩上げさ
れた流路工を流れる泥流（三宅島） 

ブロック積み作業（三宅島）
→H13年10月 



火山地域での土砂災害に対するハード対策の実施事例(桜島) 

桜島 

砂防施設整備と砂防施設管理 

平成22年度までに砂防堰
堤58基を整備 

桜島は幾度となく大規模な噴火を繰り返している。過去に
は大規模土石流により甚大な自害が発生｡このため、砂防
堰堤等砂防施設を整備することで､下流域の民家及び災害
時の緊急輸送路である一般国道２２４号を保全している。 

平成２３年度は観測史上最多の爆発的噴火回数を記録し、
平成２４年度もそれを上回るペースで爆発的噴火を記録す
るなど火山活動が活発な桜島において、鹿児島県等の関係
機関と連携し火山対策を推進する。 

砂防堰堤群等の整備により土石流を捕捉して流下する土
砂量を調節し、土石流による被害を防止する。 

桜島の噴火に伴う、継続的かつ大量の土砂流出等により、
適正に機能を確保することが困難な砂防設備について、国
直轄で管理を行い土砂流出による災害から人命財産を保
全する。 

活発な噴火 土石流の頻発 

土石流の堆砂 除石 

○頻発する土石流の堆砂により、機能回
復のため、除石を実施。 

黒神川

野尻川

有村川

立入禁止区域

主な事業箇所

Ｈ２４火山砂防 赤色
Ｈ２４砂防管理 緑色

凡 例

有村川下流
砂防施設群

有村川上流
砂防施設群

春松川中流
床固工群

長谷川
砂防施設群

春松川

長谷川

長谷川
渓流保全工

谷 

長 

川 

遊砂地
工 

長谷川渓流保全工 

松 

春 

川 

２号床固工 

砂防堰堤群等の整備により土石流を捕捉して流下する土砂量を調節し、土石流による被害を防止する。 

立入禁止区域 

有 村 川 

第一有村川３号堰堤 



■平成２３年１月２６日以降の新燃岳の噴火による降灰等により、土石流災害が発生する恐れがあること 
から、除石を中心とした緊急的土石流対策工事を実施。（～5/31） 
■その後、台風１５号等の降雨により、高崎川流域等において土砂流出があり、土砂を砂防設備により捕
捉。保全対象への被害及び緊急対策箇所より下流への土砂流出は認められなかった。 
■地域の安全確保のため、出水により満砂状態となった堰堤については、次期出水に備えた土砂の除去
工事を実施している。 

緊急的土石流対策（～5/31） 

除石後（5/31)  捕捉状況（9/22)  

台風15号（平成23年9月19～20日の降雨（時間雨量40mm、累加
雨量431mm）による土砂流出の捕捉（捕捉総量：約29,000m3） 

除石量：約7,300m3 

捕捉量：約2,500m3 ■荒川内上流砂防堰堤（都城市） 

除石後（7/27)  捕捉状況（9/22)  

捕捉量：約7,000m3 ■矢岳３号砂防堰堤（高原町） ■高千穂第２砂防堰堤（高原町） 

■荒襲川（都城市） 

除石及びブロック
積み（5/31)  

除石量：約23,100m3 

火山地域での土砂災害ハード対策の実施事例(新燃岳) 

土砂流出の捕捉状況 

除石後（5/9)  除石前（2/1)  

除石前  



火山地域での土砂災害に対するソフト対策の考え方 

ソフト対策 

○火山ハザードマップの作成・配布 

○土砂災害に関する緊急調査 

○土砂の到達時間・到達範囲の情報提供 

 （前兆現象把握のための計器設置） 
○警戒避難基準の設定、警戒避難方法の周知 

  （監視機器の設置） 
 

 

 

○避難勧告・指示 

○災害対策基本法に基づく警戒区域設定 

9 
船により避難する島民（三宅島） 

水無川流域ハザードマップ 
（平成3年雲仙・普賢岳） 

ヘリによる噴火状況調査（有珠
山） 

衛星通信車による火山監視（有珠
山） 

シミュレーションによる土
石流の想定氾濫区域の
把握 

緊急調査の実施（新燃岳） 

降灰調
査 

支援 

改正土砂法施行（平成23年5

月）を前に、実質的な緊急調査
を実施 

土石流の想定氾濫区域や避
難のための参考となる基準雨
量を自治体に情報提供 

⇒ 警戒避難対応を支援 

土石流想
定氾濫区
域 

土石流危険渓
流 



新燃岳 

平成23年1月26日から霧島山（新 
燃岳）が噴火活動を活発化 

●降灰等の堆積状況を調査するため、ヘリコプターに よる上空からの調査及び地 
 上からの調査を実施 
●調査に基づき、降灰等により土石流による被害の おそれが高まっている土 
 石流危険渓流を３５渓流抽出 
●抽出した渓流の土石流による被害が想定される区域をシミュレーションに 
 より解析 
●避難のための参考となる被害が想定される区域及び被害が想定される時期 
 に関する情報を県、関係市町に提供し、警戒避難対応を支援 

霧島（新燃岳） 

明瞭な降灰
の範囲 

都城市方面 

ヘリ等による降灰等の堆積状況調査 

土砂災害緊急情報の作成 

国土交通省職員による被害が想定される
区域のシミュレーションの実施状況 

緊急調査の実施 
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土石流による被害が想
定される区域 

土石流による被害が想定される時期 

土砂災害緊急情報の発表 

丘陵部の 
土石流危険渓流 

高千穂峰東～南の 
土石流危険渓流 

    霧島山（新燃岳） 
 
   平成23年1月28日～29日に実施した 
   降灰調査結果に基づく降灰量（換算 
   した層厚）１cmの範囲 
 
      ヘリ調査等から1cm以上の降灰の 
   範囲と推計される範囲 
 
   土石流危険渓流 
 
   降灰により土石流による被害のおそ 
   れが高まっている土石流危険渓流 
 
   県境 
 
   市町村界   

避難の為の参考となる雨量基準 
2/4時点 時間雨量4mm 
3/1時点 時間雨量10mm 
5/2時点 高千穂峰東～南の土石流 
     危険渓流 時間雨量15mm 
     丘陵部の土石流危険渓流 
        時間雨量20mm 
6/6時点 高千穂峰東～南の土石流 
         危険渓流 時間雨量15mm 
     丘陵部の土石流危険渓流  
         時間雨量20mm 
6/29時点 高千穂峰東～南の土石流 
         危険渓流 時間雨量35mm 
     丘陵部の土石流危険渓流  
         土砂災害警戒情報が発表 
         されたとき 
11/2時点 土砂災害警戒区域等 
     土砂災害警戒情報が発表     
         されたとき 

降雨実績や現地調査により見直し 

火山地域での土砂災害に対するソフト対策の実施事例(新燃岳緊急調査) 



火山噴火緊急減災対策砂防計画の概要 
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【砂防堰堤】 

【緊急除石】 

緊急対策工（イメー
ジ） 

噴火活動に応じた機動的な対策を行うため、 
 「平常時」と「緊急時」に分けた施設整備を実施 
・平常時：最低限の基幹的な施設の整備、用地取得等を行う 
・緊急時：噴火活動に応じて機動的な工事を緊急的に行う 

被害をできる限り軽
減（減災）するため
に 

平常時 前兆時 噴火発生 

火山活動の活発化 

※【ソフト対策】 監視施設整備及び監視、緊急調査、リアルタイムハザードマップなど 

■ 緊急減災対策のイメージ 

火山噴火緊急減災対策砂防計画 

火山噴火に伴う土砂災害による被害を軽減するため、国及び都道府県の砂防部局において、火山毎
にハード・ソフト対策からなる火山噴火緊急減災対策砂防計画の策定を推進。 
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緊急対策に先立って行う資機材等の備蓄・整備 

従来の 
緊急対策 

緊急減災 
対策 資機材備蓄 基幹施設等 緊急対策工 

緊急対策工 除石工事等 

火山噴火緊急減災対策砂防計画 

ワイヤー
セン
サー 

監視 
カメラ 

火山砂防情報の提供 

リアルタイムハザー
ドマップによる危険
区域の想定 

光ケーブル
等の情報通
信網の整備 

監視・観測
機器の整備 

緊急ハー
ド対策施
設の施工 

緊急対策
用資機材
の備蓄 

基幹的な砂
防施設の施
工 

緊急
ハード
対策施
設の施
工 

平常時に実施する噴火対策 噴火時に実施する緊急対策 

火山噴火緊急減災対策砂防（イメージ） 

【導流堤】 

火山噴火の発生時期や被害範囲の長期的な予測は困難 
火山噴火の規模は大小様々で、噴火の頻度も小さい 
火山砂防計画に基づく基本対策として施設整備を完了するまでに 
 多くの時間と費用を要する 
 

 ⇒噴火災害の全てを対策施設で保全することは難しく、 
  また、必ずしも合理的ではない 

火山噴火の特性と対策 



火山噴火緊急減災対策砂防計画の策定対象火山（２９火山） 

火山砂防事業（直轄）実施火山（１２） ：十勝岳、樽前山、岩手山、秋田駒ヶ岳、吾妻山、草津白根山、浅間山、富士山、焼
岳、雲仙普賢岳、霧島山、桜島
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霧島山桜島

薩摩硫黄島

口永良部島

諏訪之瀬島

草津白根山

浅間山

吾妻山

南西諸島

新潟焼山

由布岳

倶多楽

火山砂防事業（補助）実施火山（１７） ：雌阿寒岳、有珠山、北海道駒ヶ岳、岩木山、秋田焼山、鳥海山、蔵王山、安達太良山、

磐梯山、那須岳、伊豆大島、三宅島、新潟焼山、御嶽山、九重山、鶴見岳・伽藍岳、
阿蘇山

活火山（１１０） （名称を記した火山は常時観測が行われている火山（４７））

大雪山

栗駒山

日光白根山

新島

神津島

青ヶ島

硫黄島

乗鞍岳
焼岳



火山地域を取り巻く社会状況の変化 

毎日新聞 2012年3月6日 



温泉資源の保護に関するガイドラインの発出 

（土地の掘削の許可） 

第３条 温泉をゆう出させる目的で土地を掘削しようとする者は、環境省令で定めるところにより、都道府県知事に申請してその許可を受け
なければならない。 

 

（許可の基準） 
第４条 都道府県知事は、前条第１項の許可の申請があつたときは、当該申請が次の各号のいずれかに該当する場合を除き、同項の許可
をしなければならない。 

 1.当該申請に係る掘削が温泉のゆう出量、温度又は成分に影響を及ぼすと認めるとき。  

 2.当該申請に係る掘削のための施設の位置、構造及び設備並びに当該掘削の方法が掘削に伴い発生する可燃性天然ガスによる災害の
防止に関する環境省令で定める技術上の基準に適合しないものであると認めるとき。 

 3.前２号に掲げるもののほか、当該申請に係る掘削が公益を害するおそれがあると認めるとき。 

温泉法第３、４条（抄） 

地熱資源への注目の高まりを受け、環境省において温泉資源の保護に関するガイドライン（地熱発電関係） を策定。 

温泉法における掘削許可の判断基準の考え方が定められた。 

【第三 地熱開発のための掘削許可に係る判断基準の考え方】 
１．掘削許可に係る判断基準の考え方 

 ～～  

 なお、既存温泉への影響としては湧出量の減少、温度の低下もしくは成分の変化等が考えられるが、こ
れらは公益を害するおそれがある場合の例示であり、公益を害するおそれがある場合とは、温泉源を保
護し、その利用の適正化を図るという見地から特に掘削を制限する必要があると認められる場合を指す
との考え方は従来と同じである。したがって、地熱開発の掘削許可申請であっても、当該掘削が公益を害
するか否かについて判断を行うこととなる。 

 また、公益には温泉源に対する影響以外のその他の公益も含まれることから掘削工事
に伴う土砂崩れや地盤沈下についても、必要に応じ関係機関と連携を図り公益を害する
おそれがあるか否かを判断する必要がある。 
～～ 

温泉資源の保護に関するガイドライン（地熱発電関係）平成24 年3 月 環境省自然環境局 

地熱資源開発の実施エリアは砂防事業実施区域と重複することが多く、適切な助言等が必要 



地熱資源開発調査と温泉発電候補 

0 400km

1
0

 

北海道 阿女鱒岳 

【出光興産(株)・国際石油開発帝石(株)】  

 秋田県 小安 

【出光興産(株)・国際石油開発帝石(株)】  

 北海道 阿寒岳 

【石油資源開発(株)】  

 北海道 武佐岳 

【石油資源開発(株)】  

 秋田県 木地山・下の岱 

【東北水力地熱(株)・地熱技術開発(株)】  

 鹿児島県 白水越 

【日鉄鉱業(株)】  

 岩手県 松尾八幡平 

【岩手地熱(株)】 

 北海道 白水沢 

【北海道上川町】  

し も の た い 

 岩手県 安比 

【三菱マテリアル(株)】  

福島県 磐梯地域  
【日本地熱開発企業協議会（※）拡大ビジネスモデル
ワーキンググループ福島プロジェクトチーム（１０社）】  

※：日本地熱開発企業協議会 

平成４年に設立された地熱開発事業者（デベロッパー）４社の協議会 

（出光大分地熱(株)・奥会津地熱(株)・日鉄鹿児島地熱(株)・三菱マテリアル(株)） 

姫野温泉（佐賀県姫野市） 

小浜温泉（長崎県雲仙市） 

湯布院温泉（大分県由布市） 

別府温泉（大分県別府市） 

湯村温泉（兵庫県新温泉町） 

静岡県（東伊豆市、下田市、南伊豆市） 

松之山温泉（新潟県十日町市） 

鳴子温泉（宮城県大崎市） 

土湯温泉（福島県福島市） 

下湯地区（青森県青森市） 

北海道 豊羽地域 

【ＪＸ日鉱日石金属(株)】  

 秋田県 山葵沢・秋ノ宮地域 

【湯沢地熱(株)】  

わ さ び さ わ 



火山地域における土砂災害(噴火のないものも含む) 

○地熱発電を実施する火山地域においては、その地質の脆弱さなどから、幾度となく土砂災害が発生。 

○火山地域における地熱発電所等の設置に際しては、地質調査や過去の知見等に基づいた、土砂災害への十分な配慮が
必要。 

○葛根田発電所の地すべり災害 

○日時：平成２０年４月２０日頃 

○場所：岩手県雫石町 葛根田地熱発電所 

○概要：地熱発電所裏斜面が地すべりを起こし、施設を損壊 

○主な被害：葛根田地熱発電所（総出力８万kw）の施設の一
部破損（一時操業停止）、県道西山生保内線埋塞 

葛根田川 

発電所施設被災 

被災した施設 

○十勝岳 融雪型火山泥流による災害 

○日時：大正１５年５月２４日 

○場所：北海道美瑛村、上富良野村、中富良野村 
○概要：噴火に伴う高温の岩がん屑せつなだれが残雪を溶
かして泥流化 

○主な被害：死者１４４名、損壊建物３７２棟 

○島原大変における眉山の山体崩壊 

○日時：寛政４年５月２１日～ 

○場所：長崎県 眉山 

○概要：雲仙岳の火山性地震およびその後の眉山の山体崩壊 

○主な被害：死者 約15,000人（山体崩壊に伴う津波被害含む） 

崩壊 



○火山地域においては、その地質の脆弱さや地下環境の特性などから、工事中の事故も多発している。 

○砂防事業で蓄積してきた火山活動に関する各種観測データや、過去の知見に基づいた検討を行うことで、地熱開発調査
や工事の際の事故発生リスクを低減することが可能。 

火山地域における開発に伴う災害・事故 

○鬼首地熱発電所の熱水等噴出 

○日時：平成２２年１０月２７日 

○場所：宮城県大崎市鳴子温泉鬼首 鬼首地熱発電所 

○概要：熱水が流出する穴を石で埋める作業をしていたとこ
ろ、熱水を含んだ土砂が約30メートルにわたり噴き上がった 

○主な被害：死者１名、重傷１名 

土砂噴出状況 

○安房トンネル工事での水蒸気爆発 

○日時：平成７年２月１１日 

○場所：長野県松本市安曇中ノ湯  

○概要：トンネル掘削中に火山性ガスを含む水蒸気爆発が発
生 

○主な被害：死者４名 

平成7年2月12日 中日新聞 



地熱発電に関する砂防部局の取り組み(調査面) 

○土砂災害危険箇所図及び各種規制行為の一元的な提供 

○ハザードマップやシュミレーション結果の提供 ○各種調査結果の提供 

地下水供給等により土砂災害が誘発される恐れのあ
る区域及び、地熱開発に際し許認可が必要となる法
指定区域等の情報の一元的な提供が可能 

 

豪雨や火山噴火に伴う土砂災害の恐れのある区域
の情報を提供 

火山砂防事業等で実施した調査結果の提供 

LPデータ 

ボーリング結果 
4km

火山ハザードマップ 被害想定シミュレーション 



今後とも火山地域での土砂災害防止のため、 
必要な技術的支援に努めて参ります。 

 
ご静聴ありがとうございました。 

連絡先 
国土交通省水管理・国土保全局砂防部砂防計画課 

〒100-8918 東京都千代田区霞ヶ関2-1-3 

nakaya-h24z@mlit.go.jp 



以下参考資料です。 



インドネシアでの火山砂防協力 

砂防分野では、日本と並ぶ火山大国のインドネシアでブランタス川、クルー火山から 

最近のメラピ火山まで、四十年にわたる技術協力を通じて知見を蓄積。 



火山地域における土砂災害(インドネシアの特殊な事例) 
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2009.1.13視察時の状況 

2009.1.13視察時の撮影地点 
(水色矢印の方向に撮影) 

インドネシア・東ジャワ州シドアルジョ県(スラバヤ空港近傍） 
における泥火山災害 (2006.5.29から火山性熱泥噴出) 


